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序文

学会創設20周年を記念して

日本港湾経済学会々長北見俊郎

乙の学会が自lj立総会と第 l回全国大会を横浜で開催してから早くも20年の

星霜を経た。 l時，恰も「港湾問題」が天下の注目を浴びていた。乙の期lζ港

を経済諸科学の面からとらえて「一切の社会的・経済的学術研究を行い，わ

が国港湾の合理的発展」 （会目lj・目的）を目指して乙の学会が発足した。そ

れから20年，ー さまざまな問題があった。しかし会員諸兄をはじめ関係各位

のたゆまぬ御協力と御指導Kよって，学会は次のラウンドK飛びたとうとして

いる乙とは特に感謝の次第である。

乙の学会年報は第2回大会時lζ第1号が誕生の声をあげたので，本年で19

号をむかえるととになった。学会活動の中心は研究発表と討論であり，かっ

学会誌の刊行にある。今までの19巻に納められた諸論文等が決してわが国の

港にとって即効薬lとなるとは思われず，またそれだけに長期的な視野におい

てわが国の港の「合理的発展」に貢献するものである ζとを確信している。

学問研究は即効薬であってはならなし、。また「合理的発展」とは単に港の「合

理化」問題ではなく，さらに広範な歴史的概念、にもとつく「近代化Jを意味

するもので，わが国の港はその面からの研究をいよいよ盛んにしてゆかねば

ならぬ段階をむかえていると思われる。

ζの号は第20回全国大会の共通論題である「都市経済と港湾経営」を中心

とする諸論文と，各位のユニークな自由論題の玉稿をもって編集されている。

いずれもその内容は乙の学会の本旨を示すものであり，乙の学会誌の軌跡が

わが国の港にとって銀の器にもられる氷遠の果実となる乙とを心から望んで

やまない。

終りに，乙の20年間の歩みに絶大な御尽力をよせて下さった関係各位lζ心

から感謝すると共lζ，乙れからの展望の中にも より一屈の往｜］教導のあらん



乙とを念ずると共lζ，いよいよとの学会誌が堅実な発展をとげてし、かれると

とを20周年の期に深く祈る次第である。また第20回全国大会のために物心両

面lζ御協力下さった横浜市，神奈川県， ならびK横浜港i霊協会をはじめ地元

関係各位に心から厚く御礼を申上げると共K，玉稿をよせられた各位，編集

委員の方々， 文化印刷社の御努力を謝して銘ずる次第である。

( 1981・秋）
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